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講義：学術研究のプロセスと機関リポジトリ

• [主催者から要請された講義の狙い]

機関リポジトリの構築を担当する図書館職員
に向けて、研究者の論文発表に至るプロセ
ス・行動についてご説明いただく。更に、論文
執筆者であり利用者でもある研究者の立場
から、機関リポジトリの利点や活用について
語っていただく。



法人化後の館長のリーダーシップ
について

個人的な体験から

２００７．６．２８

国立大学図書館協議会総会

於福岡・シーホークホテル

長崎大学教授・広島大学名誉教授

位藤邦生



館長の仕事

◆ スポークスマンとしての役割の増大

学内（経営陣へ、教職員・学生へ、図書館員へ）
学外（一般利用者へ、援助者へ）

◆ 企画者としての役割

SIPRI年鑑の翻訳発刊・国際シンポジウム開催

◆ 情報収集者としての役割（アンテナ機能）
大学への貢献（INUメンバー）



リーダーシップの条件

• 図書館員の能力を信じること。

• いざというときに責任をとれること。

• 常識を疑う（能力）



長崎大学学術研究成果リポジトリ

『長崎大学学術研究成果リポジトリ』とは

• 長崎大学で生産された電子的な研究成果を
一元的に収集・保存する電子書庫

• 登録された学術研究成果のメタデータを世界
中の検索エンジンが収集

• 登録された学術研究成果は世界中からいつ
でも無料でアクセス可能



日本古典文学研究の場合

• 発表媒体
「国語と国文学」（大正１３～平成１９）

最新刊 第８４巻第７号

「国語国文」（昭和６～平成１９）

最新刊 第７６巻第５号（873号）

「国文学攷」（昭和９～平成１９）

最新刊 第１９２・１９３合併号



• 商業誌
「国文学 解釈と鑑賞」（昭和１１～平成１９）

「国文学 解釈と教材の研究」（昭和３１～平成１
９）

• 研究紀要類（原則的に交換）
「広島大学大学院文学研究科論集」（旧「広島
大学文学部紀要」・昭和２６～平成１８）

最新刊第６６号



• 研究会・同人誌の類
• 「古代中世国文学」（昭和４９～平成１９）
最新刊は第２３号

「平安文学資料稿」との関係

◆⇒上記の雑誌類と論文集（単行本）との関係

『伏見宮貞成の文学』（平成３）『平安鎌倉時代
に於ける表白・願文の文体の研究』（山本真吾
著・平成１８）の場合

◆学位論文の作成（論文博士の場合）















諸国歴訪

• アメリカ西海岸三大学

• オーストリア・北欧事情

• オーストラリアの大学について

• 独立王国 九州
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カルテック図書館長と。２００６





ダグ・ハマーショルド記念図書館



ウプサラ大学中央図書館



ウプサラ大学中央図書館貴重書室



ウプサラ大学中央図書館貴重書室



ブラックダイヤモンド内部



ブラックダイヤモンドの電子部長と私



ウィーン大学図書館閲覧室



ウｨーン大学の回廊
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学術研究成果リポジトリ
または
機関リポジトリ
の豊かな可能性をさぐる。
→柔軟な発想で考えてみよう！


